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平成30年2月28日（火）　　　　司会・記録：小嶋　彩香
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・六角堂祭の案内がWIZに掲示されている。4月20日　13：00～開催予定。詳細は各自で確認すること。
・自動ドアの修理は終了しているが、テンキーはまだ故障中。日にちは未定だが、近日修理予定となっている。

［研修］
・3/6　第7回法人研修｢防犯について｣　ビデオ研修：3/8

・3/25（日）　外部研修　認知症フォーラム　　場所：ユートリー
[提出物]

・転倒・転落アセスメント⇒2/28（水）までに実施し3/7までにアップロードをして小嶋に報告してください。
・LASMI⇒2/28（水）までに実施し、アップロードし、小嶋に報告してください。

その他、各疾病ごとの評価用紙を用いて評価をし、電子カルテの「その他評価①」にアップロードしてください。
・2月月報⇒3/2（金）

・2月経過録⇒3/8（木）までにアップロードをし、小嶋に報告をしてください。
＜利用者情報＞
デイケア
・高橋　侑己様～昨日、母様とデイケアを見学している。月曜日と金曜日のプログラムに興味を示し、3/5（月）、3/9（金）に体験利用を予定している。昼夜逆転傾向で、午前中に起きられない可能性が高いことから、まずは12時までの来所を目指すことを目標としている。人と話をすることは好まないとのことで、環境的な配慮が必要。進学までの利用となるため、長くとも1ヶ月程度の利用となる。
・掛端　洋之様～本日、体験利用中。3/6～3/8と4月2週目～5月上旬まではデイケアを利用できるが、それ以外は利用できず5月上旬には復職すると話している。利用出来ない理由については、今後確認をしていく。統合失調症だが、本人・ご家族ともに疾病を理解できている感じはないため、治療の必要性等を説明するような教育的な関わりが必要なケースであると思われる。来週より正式利用を希望しているため、主治医に指示を確認していく。自立支援にかんしては、現在申請中とのこと。上限額などについては今後確認をしていく。
・三浦　繁雄様～現在体験利用中。13時頃には来所することができており、プログラムに参加し、メンバーとも馴染んでいる。通所時間の調整は今後行っていき、正式利用を勧めていく。
・成田　早希様～外来受診日であり、近況について報告がある。就労継続支援A型「クローバーズピア」を利用しており、施設の運営が終了となる予定が就労とならず、やや振り回された感じであったとのこと。現在行っている縫製作業から介護の補助へのステップアップを提案されているが、入院前に同様の職種についていたため、トラウマがあることや、あこがれている職業であるからこそ慎重に進めたい思いが強いと話している。就労先には何度も話して自分の思いがやっと伝わり、自分のタイミングで介護補助へのステップアップとなったが、再度せかされるようなことがあれば、同施設を辞めたいとのこと。この件に関して、世話人に伝えて欲しいとのことで、青明舎澤口氏に伝えている。同施設へ直接的な介入はできないが、不安を解消するための手伝いができることをあらためて確認している。
・冨田　紀子様～朝電話があり、3月まで送迎できないかと問い合わせがあり、買い物や歯科受診は徒歩で行くことが出来ているため、送迎の必要性がなく、不可能であることを伝えると「わかりました」と快諾をしている。本日の送迎時も不満は述べていなかったが、世話人に対しては本件について納得出来ていなかった様子があったとのこと。世話人から雪道の時は通所時間をずらしていくように助言したとのことで、デイケア側でも同様の対応をとっていく。
デイナイトケア
・鈴木真知子様～昨日、帰荘後に姉様に電話をしており、最近電話の回数が増えているとの情報提供がある。回数について指摘されると「別にいいでしょ」と言い、電話でも高圧的な口調で話をしていたとのこと。本日は、来所後から外を見て独語していることはあるが、外に出ていこうとすることはなく、比較的落ち着いて過ごすことが出来ている。青風荘では、エレベータを使って出ていこうとすることがあり、対応に苦慮しているようである。
・板橋　利美様～昨日15：50頃、身体の痛みを訴え、ミーティング以外のプログラムは参加せず、夕食まで静養室を使っている。整形外科を受診したいと話しており、青風荘へは情報提供済。本日も、朝のミーティング後から昼食時までトイレに篭っている。青風荘からの情報によると、喫煙時には歩いているとのことで、身体の痛みだけが原因ではない様子。
・佐藤ミツ子様～11時からのプログラムの際に「どこに行っていいかわからない」と話しており、直前のプログラム（コグニサイズ）の影響を受けていると思われる。声掛けにてプログラムに参加することが出来ている。
・田中　一　様～昨日は20時頃に帰宅しており、最近帰宅までに時間を要していることが多い。デイナイトケアを利用となっているが、下の階で休んでいることもあるとのことで、所在について気を付けていく。
ナイトケア
・八木橋牧雄様～月曜日にスマートフォンの充電が上手くいかず、昨日キャリアショップに修理に行ったが、簡単な修理のみで終わったため、土曜日機種変更をすると話している。体調については良いとのことでバイタルサインにも異常はないが、体重が1㎏程減っている。BMIも18以下であることから、体力の低下が考えられる。必要時は送迎を行っていき、周りの目が気になる可能性もある為、送迎時間についても配慮が必要であると思われる。
その他

・日向端庸男様～当院を退院し、青山荘へ入所。以前、デイケアの利用が検討されていたが、デイケアがサービス計画案から漏れていたようであり、青山荘スタッフに申し送りされていなかった。特定相談員に明日確認していく。青山荘からの情報によると、本人はデイケア利用は「どちらでもいい」と言っているとのこと。以前、アルコール依存症プログラムに参加していたため、火曜日の利用を勧めていく。
・倉橋　生子様～西病棟へ入院中で、3月より外泊訓練が始まる予定。デイナイトケアの利用が再開された際は、青風荘小坂氏と小嶋と3人で入院に至る経緯に振り返り、他者への迷惑行為に至らないように指導をしていく。改善が無い場合は、治療環境について変更も考えていく。
・石井　幸子様～西病棟へ入院中で、西病棟のカンファレンス記録によると、主治医よりデイケア利用を勧められている。しかし、本人は気乗りしない様子であり、以前のように無断で帰ろうとする可能性が高いと思われる。体験利用が再開した際は、所在の確認を徹底し、病棟スタッフが常時付き添えるかの検討もしていく。
・下川戸長司様～3月で退院の予定。仕事をしたいと話しているようであり、主治医からもサービスのニーズを本人に確認していくように指示がある。担当は斎藤。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（　佐藤　ミツ子　様）

実施日：H30年2月28日（水）13：30～14：00

担当：服部

出席：小嶋、慶長、柴崎、服部、佐々木、石橋、間山

検討内容　目標の見直しと現状把握

	氏名
	佐藤ミツ子
	性別
	女
	年齢
	70
	生年月日
	昭和22年4月15日

	主病名
	統合失調症、中度精神遅滞
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	・基本的生活習慣の修得

・対人関係の改善

・作業能力・持続性の向上

・病識を身につける

	本人希望
	今の生活を続けたい。

	家族希望
	青風荘での生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　1回（最終：昭和62年8月　～平成13年9月13日　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成13年10月9日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成



                 

兄が保護者となっている。

	利用制度
	愛護手帳B
	障害基礎年金2級
	他（自立支援サービス区分2、国保）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活を維持する
	①日課を実施できるようになる。
	①スタッフに確認をしてもらいながら、日課ができる。
	①分からない事や、不安な事はスタッフに確認をする。スタッフは、本人の行動や意見を肯定し、できていることをほめる。失敗したと思わせないようにさりげなくフォローする。スタッフは、声がけするようにして、普段から本人が話しやすいようにしていく。

	
	②1人悩まず、職員に相談する。突発的な行動をしないようにする。
	②スタッフへ相談できる。
	②スタッフは、本人から相談を受けたときは、適切な内容のアドバイスをする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①スタッフに確認をしてもらいながら、日課ができる。
	・人に話し掛けるためでも強い緊張感がある様子が窺える。最近は、プログラム(計算)では、参加せずにおり、塗り絵に一人取り組んでいる。先日簡単な計算をスタッフと一緒に取り組んでおり、できていることを評価している。スタッフに確認してもらうことで、安心感を得ている様子が窺える。


	今後も目標を継続し、安定して出来る作業を行い、成功体験を感じながら日課を行えるよう関わっていく。

	②スタッフへ相談できる。
	・挨拶は自分からできており、言いたい事は自分から伝えることができている。以前は思ったことをそのまま伝えてしまい、相手を傷付けてしまうことがあるが、最近は落ち着いて過ごしている。

・夜間の不眠があるとスタッフに相談しており、午前2時から4時の間には起きているとのこと。

その際に何をして過ごしているのかは不明。不眠の影響からか、作業時間中等居眠りをしている様子が見られている。
	自分から相談する頻度が増えてきており、最近は不眠について相談している。今後も目標を継続し、不安や問題を相談しながら対処していくことができるように関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活を維持する
	①日課を実施できるようになる。
	①スタッフに確認をしてもらいながら、日課ができる。
	①分からない事や、不安な事はスタッフに確認をする。スタッフは、本人の行動や意見を肯定し、できていることをほめる。失敗したと思わせないようにさりげなくフォローする。スタッフは、声がけするようにして、普段から本人が話しやすいようにしていく。

	
	②1人悩まず、職員に相談する。突発的な行動をしないようにする。
	②スタッフへ相談できる。
	②スタッフは、本人から相談を受けたときは、適切な内容のアドバイスをする。


＜現状・今後について＞

· 1月に青南病院の外来受診後に、青風荘に帰って来られないことがあった。

⇒青風荘スタッフが同行受診を行う。

· 計算プログラムのときに、ロッカー室に篭ることが見られている。

⇒プログラムの提供の仕方を考える。コグニサイズのときに答えを耳打ちする。

　　⇒塗り絵以外にできるものを提供する。










